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株式会社 橋産業 

環 境 経 営 方 針 
 

私たちは、豊かな恵みを育む美しく雄大な霧島山系と川内川水系を望む地にあって 

より積極的に環境保全に取り組み、地球に優しく、地域環境を守り、地域社会に貢献 

していくという大きな使命と責任を持ち、当社の事業を推進します。 

 主事業として、建設業、廃棄物の収集運搬業及び中間処理業を行うにあたり、地域 

社会に信頼される企業であり続けるため、具体的目標を持って事業に取り組みます。 

＜行動指針＞ 

１．環境法令・条例等の法的要求事項やその他の要求事項を順守します。 

２．環境負荷削減と環境保全活動に積極的に取り組みます。 

（１）電力・燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減 

（２）使用原材料の省資源、廃棄物の３Ｒ（減量・再使用・再利用）の推進 

（３）水資源の節水 

（４）環境配慮の建設施工及び廃棄物処理の推進 

（５）地域社会の環境活動への積極参加と地域環境保全の推進 

これらについて環境経営目標・環境経営計画を定め、定期的に見直しを行い、 

継続的な改善に努めます。 

３．環境保全のための従業員教育を積極的に行います。 

４．環境経営方針は全従業員に周知するとともに、社外に公表します。 

 

 

制定日：２０１８年１月１日 

改定日：２０２１年７月１日 

株式会社 橋産業 

代表取締役  橋 久美子 
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【１】事業活動の概要 

１．事業所名及び代表者名 

  株式会社 橋産業 代表取締役 橋 久美子（はし くみこ） 

２．所在地（認証・登録の適用事業所） 

・本   社：〒899-6204 鹿児島県姶良郡湧水町稲葉崎 104-6 

・中間処理場：〒899-6204 鹿児島県姶良郡湧水町恒次堀ノ頭 1442-6（がれき類破砕） 

・中間処理場：〒899-6204 鹿児島県姶良郡湧水町恒次ヘゴヲ 1559-2（木くず破砕） 

３．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

  環境管理責任者：取締役副社長 大薄 浩二（おおすき こうじ） 

  環境事務局  ：村田 瑠美（総務） 

  連絡先：ＴＥＬ0995-74-3703 

      ＦＡＸ0995-74-3001 

      Ｅ-mail hashi@celery.ocn.ne.jp   ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ；無し 

４．事業内容（認証・登録の範囲） 

  ・建設業（土木工事業、舗装工事業、とび・土工工事業、解体工事業 

・産業廃棄物収集運搬及び処分業（中間処理） 

５．創業 

 ・1988 年創業（昭和 63 年） 

 ６．事業規模 

・資本金 １3.5 百万円 

・従業員   6 名（社員 3 名 嘱託 3 名） 

・売上高 6480 万円（2021 年 7 月～2022 年 6 月） 

 ７．環境経営システム組織図 

               代 表 者 

代表取締役 橋 久美子 

 

環境管理責任者 

取締役副社長 大薄 浩二         環境事務局 

                   村田 瑠美 

 

 

  工事部門 大薄浩二         産廃中間処理場 

 

向         西    古    村    田 

高         迫    市    田    底 

望         武    巳    瑠    絹 

和         博    利    美    子 
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８．事業許可の内容 

◇建設業許可証 

  ・許可番号：鹿児島県知事 許可（般－４）第 8907 号 

【許可の有効期間：令和４年 6 月 8 日から令和９年 6 月 7 日まで】 

建設業の種類：土木、とび・土工、石、鋼構造物、舗装、しゅんせつ、水道施設、解体工事業 

◇産業廃棄物処分業及び収集運搬関係 

・産業廃棄物処分業許可証（鹿児島県）  許可番号 04621051096 号 

  【許可の年月日：令和元年 7 月 23 日  許可の有効期限：令和 6 年 7 月 22 日】 

   事業の区分：中間処理（破砕） 

   産業廃棄物の種類：ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、木くず 

以上 3 種類（特別管理産業廃棄物であるものを除く。） 

   

・産業廃棄物収集運搬業許可証(鹿児島県) 許可番号 04609051096 号 

   【許可の年月日：令和４年 10 月 30 日  許可の有効年月日：令和９年 10 月 29 日】 

    事業の範囲：廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物又は水銀使用製品産業廃棄物を含む）、ゴ

ムくず、金属くず（水銀使用製品産業廃棄物を含む）、ガラスくず・コンクリートく

ず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物又は水銀使用製品産業廃棄物を含む）、がれ

き類（石綿含有産業廃棄物を含む）、紙くず（石綿含有産業廃棄物を含む）、木くず

（石綿含有産業廃棄物を含む）、繊維くず（石綿含有産業廃棄物を含む）、 以上８

種類（特別管理産業廃棄物であるものを除く）の収集及び運搬（積替え又は保管を

除く） 

 

・産業廃棄物収集運搬業許可証（宮崎県） 許可番号 04503051096 号 

   【許可の年月日：令和４年 5 月 25 日  許可の有効年月日：令和９年 5 月 24 日】 

    事業の範囲：廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず（水銀使用

製品産業廃棄物を含む）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（水銀使用

製品産業廃棄物を含む）、がれき類 以上８種類でこれらのうち特別管理産業廃棄

物であるものを除く 

 

・産業廃棄物収集運搬業許可証（熊本県） 許可番号 04305０５1096 号 

   【許可の年月日：令和４年１２月 2３日  許可の有効年月日：令和９年１２月 2２日】 

    事業の範囲：廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物又は水銀使用製品産業廃棄物を含む）、紙

くず（石綿含有産業廃棄物を含む）、木くず（石綿含有産業廃棄物を含む）、繊維く

ず（石綿含有産業廃棄物を含む）、ゴムくず、金属くず（水銀使用製品産業廃棄物を

含む）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物又は水

銀使用製品産業廃棄物を含む）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む） 以上８種

類でこれらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く 

 

 

 

 

 

・一般廃棄物収集運搬業許可証 



５ 

湧水町：許可番号 湧水町許可第００３号 

【許可の年月日：平成４年 8 月 1 日  許可の有効期限：令和６年 7 月 31 日】 

霧島市：許可番号 霧島市一般廃棄物処理業許可第１８－１８号 

   【許可の年月日：平成４年 4 月 1 日  許可の有効期限：令和６年 3 月 31 日】 

   伊佐市：許可番号 伊佐市一般廃棄物処理業許可 第２４号 

   【許可の年月日：平成４年５月２1 日  許可の有効期限：令和６年５月２０日】 

 

９．施設等の状況 

【処理施設】 

    ・コンクリート破砕機  処理能力：680.0ｔ/日  （コマツ製ガラパゴス） 

・木屑破砕機      処理能力：200.2ｔ/日    （コマツ製ガラパゴス リフォレ） 

・敷地面積  10,701 ｍ２ 

【運搬車両・重機】 ・10ｔダンプ 2 台、４ｔダンプ１台、2ｔダンプ 1 台、   

・ブルドーザー１台、油圧ショベル（ユンボ）3 台 

 

１０．年間実績 2021 年度、2022 年度 

区分 2021 年度 

（2021/４～2022/３） 

2022 年度 

（202２/４～202３/3） 

産業廃棄物収集運搬量 がれき類 395ｔ がれき類 219ｔ 

一般廃棄物収集運搬量        0ｔ        0ｔ 

産業廃棄物中間処理量 がれき類 6,991ｔ 

木屑   618ｔ 計 7,609ｔ 

がれき類 5,400ｔ 

木屑   363ｔ 計 5,764ｔ 

 

１１．廃棄物処分のフロー 

（１）産業廃棄物の中間処理（がれき類：コンクリート・アスファルト破片） 

 

 

 

（２）産業廃棄物の中間処理（木くず：廃材、家屋解体材、木根、剪定材） 

 

 

（３）一般廃棄物の収集・運搬は行っていません。（湧水町も許可証のみ取得） 

 

 

 

 

 

 

【処理施設】 

木くず等顧客持込（受託） 

自社中間処理 

（破砕→再生骨材） 

製紙会社バイオ燃料 

家畜業者家畜用敷料 

がれき類顧客持込（受託） 

がれき類自社運搬（受託） 

建設会社へ売却 

路盤材・砕石等 

自社中間処理 

（破砕→再生骨材） 
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施設表示板          コンクリート片一次破砕ユンボ    

   
コンクリート片二次破砕機        再生材保管→出荷 

 

  
        木くず破砕機           油圧ショベル（ユンボ）と木くず破砕機 
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【２】主な環境負荷の実績 

項 目 単 位 
2020 年度 

2020/7～2021/6 

2021 年度 
2021/7～2022/6 

電力使用量 

※ 

kWh 12,731 11,151 

kg-CO2 4,723 4,137 

燃
料
使
用
量 

ガソリン ℓ 2,715 2,936 

軽油 ℓ 38,850 37,394 

灯油 ℓ 1,430 1,516 

計 ℓ 42,995 41,846 

CO２排出量 kg-CO2 110,093 107,063 

エネルギーCO２排出量 kg-CO2 114,816 111,200 

廃棄物排出量 
一般 ｋｇ 219 203 

産業 ｔ 0 0 

産業廃棄物収集運搬量 ｔ 427.66 509.29 

産業廃棄物中間処理量 

下段：内資源化量 

ｔ 

ｔ 

6372.39 

6372.39 

9066.82 

9066.82 

※電力二酸化炭素排出係数：九州電力 2019 年度調整後排出係数 0.371kg-CO2/kWh で算出 

【３】３ヵ年環境経営目標と 2021 年度実績 

2021 年度は、全ての項目で目標達成できました。電力の削減率は、会社事務所と中間処理施設内

事務所のエアコンを新機種に取り換えたことで、使用量が抑えられ今回の成果につながりました。 

尚、他の一般廃棄物・産業廃棄物の削減やグリーン購入、地域清掃活動は目標を達成する事ができ

ました。水使用は地下水のみで量水器が無く、また主に単独浄化槽で使用しており、削減が難しいこ

とから保全管理に努めます。また化学物質は使用していないため、目標項目から除外しました。 

※電力二酸化炭素排出係数：九州電力 2019 年度調整後排出係数 0.371kg-CO2/kWh で算出 

＜ポイント＞産業廃棄物削減の 2020 年度実績は下請工事が多く、自社産廃はありませんでした。 

項  目 単 位 

基準値 

2019 年

度実績値 

2021 年度 2022 年度 2023 年度 

目標値 実績値 評 価 

○達成 

×未達 

目標値 目標値 

2019/7 

～2020/6 
2021/7～2022/6 

2022/7 

～2023/6 

2023/7 

～2024/6 

 

電力の削減 

(動力・照明) 

kWh 

12,191 

 

11,947 

△2％ 

11,151 

△8.5％ 〇 

11,825 

△3％ 

11,703 

△4％ 

kg-CO2 4,523 4,433 4,137 4,387 4,342 

燃料使用量の削

減 

ℓ 
53,444 

 

52,375 

△2％ 

41,846 

△21.9％ ○ 

51,841 

△3％ 

51,306 

△4％ 

kg-CO2 137,106 134,364 107,063 132,993 131,622 

一般廃棄物排出量 

（事務所） 
Kg 

232 

 

227 

△2％ 

203 

△12.5％ 
〇 

225 

△3％ 

223 

△4％ 

産業廃棄物削減 ｔ 
25 

 

24.5 

△2％ 

0 

— 
○ 

24.3 

△3％ 

24.0 

△4％ 

グリーン調達推

進（事務用品） 
％ 70％ 75%以上 78% ○ 75%以上 75%以上 

環境配慮（環境取

組みﾁｪｯｸ達成率） 
％ 80％ 80％以上 84％ 〇 80％以上 80％以上 

地域貢献活動 

・事務所周辺清掃 

回 

 
４ ４ 

4 
100% 

○ ４ ４ 

産廃中間処理量 

リサイクル率 
ｔ 

受入/資源化量 

100％ 
 

95％以上 

9,066/9,066 

100％ 
〇 95％以上 95％以上 
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【4】2021 年度の主要な環境経営計画の内容と 2022 年度経営計画 

2021 年度経営計画 実施 
2022 年度 

経営計画 

１．二酸化炭素の排出量の削減 

（１）電力の削減 

① エアコンの温度設定は夏２８℃、冬２０℃に設定する。 

② 昼休み時間の不要照明の消灯 

③ 未使用時の電気製品、パソコンのスイッチをこまめに切る。 

④ 節電の表示を貼る。 

⑤ コロナ過対策も含め窓を開け、自然の風を取り入れる。 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

継続 

（２）エコドライブの徹底 

➀ アイドリングストップを実施する。 

② 車間距離を守り、急発進、急加速、急停車をしない。 

③ 定期的に運搬車両、重機等の点検・整備を実施する。 

④ 過積載をしない。 

⑤ エンジンの空ふかしをしない。 

⑥ エコドライブ自己チェックの実施 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

継続 

 

 

 

 

 

新規実施 

（３）処理施設、重機等の効率的運転の徹底 

① 始業前に重機等の点検・整備を行う 

② 効率の良い作業を心がける（作業前ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ） 

 

○ 

○ 

継続 

２．一般廃棄物の削減 

① 紙の両面使用とミスコピーの削減 

② 裏紙のメモ用紙などへの活用 

③ 新聞紙・段ボール類の有効活用（再資源化施設への持込） 

 

○ 

○ 

○ 

継続 

３．産業廃棄物の削減 

① 選別の徹底 

 

○ 

継続 

４．グリーン調達の推進 

① コピー用紙の再生紙（古紙配合）へ切替推進 

② 事務用品のグリーンマーク製品購入推進 

 

○ 

○ 

活動は継続 

2022 年度 

目標設定無し 

５．環境配慮 

➀ 工事編：環境への取組みチェックリスト 

② 産廃中間処理場編：環境への取組みチェックリスト 

 

○ 

○ 

 

継続 

新規 

６．地域環境保全活動 

① 事務所・中間処理場周辺の清掃活動を実施する 

② 上部団体の清掃活動に積極的に参加する。 

 

○ 

○ 

継続 

７．産業廃棄物受託中間処理リサイクル率 95％以上 

➀ 中間処理後埋立産業廃棄物ゼロの推進 

② 作業効率、分別の徹底 

 

○ 

○ 

継続 

○：実施 ×：未実施 

 

 

 

 

 

【5】環境関連法規制等の順守状況、法違反、訴訟等の有無 

（１）当社が法的義務を受ける主な環境関連法・条例等は次の通りです。 
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法令・条例名 該当する設備・項目 要 求 事 項 

廃棄物処理法 

一般廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物中間処理業 

①一般廃棄物収集運搬・産業廃棄物収集運

搬・処分業許可更新 

②顧客や処分業者との運搬・処分委託契約 

③産業廃棄物管理票発行管理と交付等状況報

告書県への提出 

④収集運搬・中間処理実績県への報告 

⑤車両収集運搬中表示 

⑥中間処理場表示管理、他 

騒音・振動規制法 
自走式木材破砕機 

自走式がれき類破砕機 

➀特定施設設置構造変更、氏名変更等届出 

②敷地周辺の規制の遵守 

建設リサイクル法 
建設業 

・解体業 

➀建設解体工事の知事許可更新（5 年毎） 

②80 ㎡以上の建築物解体の行政届出 

③適正処理等資源の有効活用 

家電リサイクル法 
テレビ、冷蔵庫、家庭

用エアコン、洗濯機等 

➀廃棄時指定業者への引渡し 

②リサイクル料金負担 

自動車リサイクル法 使用済み自動車 
➀使用済み自動車の引取り業者への引渡し 

②リサイクル料金負担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）法規制等の順守状況を 2023 年 3 月に実施した結果、環境法規制等の逸脱はありません。  

また、法的違反や訴訟、行政等からの指導、地域住民等からの苦情はありません。 

（2023 年 3 月末現在） 

資源有効利用促進法 

(改正リサイクル法) 
使用済みパソコン 

➀廃パソコンのメーカー回収協力や資源回収

への責務 

フロン排出抑制法 

【建設業】・解体業 

【2020/4 改正施行】 
 
※解体工事受注はなし 

・解体工事に伴い、事前にフロン類使用の業
務用エアコン・冷凍冷蔵機器の有無確認で
ある場合 

➀フロン回収済：発注者から引取証明書写取
得 

②フロン未回収：発注者 3 委任確認書→業者

回収 

③保管：業者引取証明書写 3 年間保管 

【建設機材】 
・空調設備付ブルドーザ、
油圧ショベル（ユンボ） 

・空調付建設機材のフロン関係の定期点検実
施 

➀全ての第一種特定製品の 3 ヵ月毎簡易自主
点検 

②定期点検：エンジン定格出力 
50kW 以上 1 回/年 
7.5～50kW1 回/3 年 

➂保管：点検表等の履歴を建設機材保有中保
管 

【業務用エアコン】 
・フロン類の適切な処理 

・回収・破壊の工程の確認

・業務用エアコン自主・業者定期点検 
➀全ての第一種特定製品の 3 ヵ月毎簡易自主

点検 
②定期点検：圧縮機 50kW 以上 1 回/年 

7.5～50kW1 回/3 年の実施 

③保管：点検表等の履歴をエアコン保有中保

管 
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【6】2022 年度の代表者による全体評価と見直し・指示 

2022 年度は、全ての目標を達成することができました。人手不足で工事量が減ったことが大

きな要因だと思われます。 

売上に関わらず、気温の上昇に伴い社員の熱中症の心配もあり、エアコンの使用量は変えられ

ないので、会社事務所と中間処理施設内事務所のエアコンを新機種に取り換えました。 

このことで、電気使用量の削減に繋がりました。 

2021 年度に、EA21 の事業範囲に組織拡大した、産業廃棄物の収集運搬・受託中間処理業

（がれき類、木くずの破砕、再資源化）に関しては、目標の産業廃棄物の中間処理量リサイクル

率向上は 100％リサイクルを実現しています。 

今後も継続し、100％リサイクルを目指し取り組んでいきます。 

EA21 システムを導入して 5 年目になります。この間、システムとツールに事業を展開し、

電力や燃料、産業廃棄物の中間処理における資源化等に取り組み、成果を上げる事ができました。 

変革する時代に合わせて目標の見直しや活動の更なる向上を目指して、環境経営に取り組みた

いと思います。また、今後も地域社会に根ざした企業として、従業員への環境教育や意識向上に

取り組んでいきます。 

以 上 


